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146.7 ngのIL-12を分泌する IL-12遺伝子導入 Renea
細胞（ReneaIL-12）を作製した。 ReneaIL-12におい
て仰 vitroでの細胞増殖能，細胞表面抗原の発現は，
親株と差を認めなかったが仇 vivoでの腫蕩形成能
は，親株に比べて低下していた。 ReneaIL-12細胞を
拒絶したマウスの中には 親株を再接種を拒絶するマ
ウスを認めた。腫蕩ワクチンとして ReneaIL-12を接
種すると遠隔部位からの親株の腫蕩形成能が低下し
た。
以上の結果から仰vivoにおける腫蕩形成能の低下
は，腫傷局所に高濃度で存在する IL-12を介した免疫
系の関与が重要であると考えられた。 IL-12遺伝子を
導入した腎細胞癌細胞を用いる遺伝子治療は，進行腎
細胞癌の治療のーっとなる可能性が示唆された。
4. 
7. 2型糖原病長期経過観察症例における糖原病細小
血管障害の発症・進展危険因子に関する検討
岡村 緑（内科学第二）
糖尿病の発症早期より20年以上定期的に経過観察
が可能であった2型糖尿病患者49症例を対象に，網
膜症と腎症の発症・進展の危険因子について検討し
た。対象はすべて観察開始時に網膜症と腎症をともに
認めていない。糖尿病発症後20年目を最終観察時と
して網膜症と腎症の進行程度を評価し，それぞれ3群
に分類して各合併症の発症・進行の推移について検討
を行った。
糖尿病網膜症に関しては， 1 ）高血糖は糖尿病発症
早期より網膜症発症に寄与し，累積効果をもっ可能性
が示唆された。 2）高血圧は催病期間と無関係に網膜
症発症を促進すると考えられた。
糖尿病性腎症に関しては 1 ）高血糖は腎症発症に
主役を演じているが，腎症進展の主因とならない可能
5. 電離放射線とマイトマイシンCに対して交文感受
性を示すハムスター irs1SF細胞における HPRT遺
伝子の突然変異の解析
藤田和志（放射線医学）
［目的） irslSF細胞を用い相同組換えの遺伝子
XRCC3を解析し特性を明らかにすること。 DNA修復
欠損が示唆されるファンコニー貧血（FA）の遺伝子の
機能の予想。
［方法】 irslSF細胞の BDCoy線およびMMC感受性
を確認した。 BoCoγ線で HPRT欠損突然変異を誘発し
突然変異頻度を調べた。 HPRT欠損細胞から DNAを
抽出し多重 PCR法を用い HPRT遺伝子の変異を解析
した。次に FA-G群細胞の放射線照射後の NBSl蛋白
の細胞内局在を調べた。
［結果】 irslSF細胞は放射線／MMC交叉感受性を
